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研究成果の概要（和文）： 本研究では、日本語と英語の対照言語学的研究を通して、談話がど
のようなタイプで、どのような内部構成をしているかという談話的要因によって、日英語の文
法がどのような影響を受けるかを考察した。特に、(1) 談話のタイプが異なると、文法のどの
ような部分が影響を受けるか、(2) 文法に影響を与える談話のタイプを特徴づける主な認知的
要因は何か、(3) 談話のタイプが変わることで影響を受ける文法の部分は日英語でどのように
異なるかを示した。 
 
研究成果の概要（英文）： Through a contrastive linguistic study of Japanese and English, 
we investigated how Japanese and English grammar are affected by discourse factors 
related to the type of discourse and its internal structure.  In particular, we showed (1) 
what parts of grammar are affected by different discourse types, (2) what major cognitive 
factors characterize the discourse types affecting grammar, and (3) how Japanese and 
English vary as to the parts of grammar affected by different discourse types. 
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１．研究開始当初の背景 
 従来の典型的な文法観では、母語話者の文
法・言語知識は、生得的な普遍文法を仮定す
るとはいえ、話し手と聞き手との日常的な対
話に基づいて形成され、そのようにして獲得
された文法は画一的で安定したものである
という見方が強かった。しかしながら、近年、
機能主義の言語学や認知言語学で「使用基盤
モデル」という考え方が出され、実際の言語
使用では、文法はコンテキストに応じて流動
的に変化しうるものであり、決して画一的に
安定したものではないという文法観も唱え
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られるようになってきた。 
 このような状況において特に重要である
のは、文法のどの部分が言語使用からどのよ
うな影響を受けやすく、またどの部分が影響
を受けにくいかを、具体的な言語データに即
して実証的・体系的に研究することである。
その一つの方法として、談話をその目的と機
能に応じていくつかのタイプに分類し、異な
るタイプの談話において、文法のどの部分が
可変的になりうるか、あるいは不変的である
のかを明らかにしようとするのが本研究の
大きな目的である。さらに、それを日本語と
英語という系統的に異なる二つの言語を比
較対照して行うことで、談話のタイプと文法
の相関関係に関する言語類型論的意味合い
を追究することも目指すものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、談話がどのようなタイプでどの
ような内部構成をしているかという談話的
要因と、文の産出・解釈にかかわる文法の間
にどのような関係があるかを、日英語を比較
対照しながら考察することを目的とする。そ
の際、主に、次の４点に焦点をあてる。 
 (1) 文法の少なくともある部分に影響を与
えると考えられる談話のタイプにはどのよ
うなものがあり、そのタイプはどのように特
徴づけられるか。 
 (2) 談話のタイプが変わることで影響を受
ける文法の部分はどのようなものであり、ど
うしてその部分は談話からの影響を受ける
のか。 
 (3) 談話のタイプが変わっても影響を受け
ない文法の部分はどのようなものであり、ど
うしてその部分は談話からの影響を受けな
いのか。 
 (4) 談話のタイプが変わることで影響を受
ける文法の部分は、たとえば日本語と英語の
ように、言語が異なれば異なるのか。 
 
３．研究の方法 
 談話のタイプと文法の関係にアプローチ
する研究単位として、主に、次の４つを中心
に研究を進める。 
 (1) 談話のタイプと主観的表現の文法に関
する日英語対照研究（担当：廣瀬幸生）。 
 (2) 談話のタイプと時制・アスペクトに関
する日英語対照研究（担当：和田尚明）。 
 (3) 談話のタイプと倒置文・否定・情報構
造に関する日英語対照研究（担当：加賀信広）。 
 (4) 談話のタイプと述語の照応・削除に関
する日英語対照研究（担当：島田雅晴）。 
 これ以外にも、関連する現象の考察・検討
なども随時行う。上記研究単位のうち、(1)
と(2)は認知意味論、機能論、語用論の視座を
重視し、一方、(3)と(4)は生成統語論および形
態統語論の視座を重視する。この役割分担に
よって、意味と形式のバランスのとれた研究
を目指す。 
 
４．研究成果 
 (1) 談話と文法の関係に関する日英語対照
研究にとって重要となる観点の一つは、言語
使用者としての「話し手」を、伝達の主体と
しての「公的自己」と思考・意識の主体とし
ての「私的自己」という二つの側面に解体し、
日本語は私的自己中心の言語、英語は公的自
己中心の言語と捉える見方である。公的自
己・私的自己は「公的表現・私的表現」とい
う異なるレベルの言語表現の主体と特徴づ
けられる。公的表現とは、言語の伝達的機能
に対応する言語表現のレベルで、一方、私的
表現とは、伝達を目的としない、言語の思考
表現機能に対応する言語表現のレベルであ
る。公的表現と私的表現の根本的な違いは、
前者は聞き手の存在を前提とするが、後者は
前提としないということである。 
 (2) 公的自己が問題となる談話のタイプ
（典型的には会話、報告文、手紙など）と私
的自己が問題となる談話のタイプ（小説にお
ける心理描写、日記文、独り言など）では、
主観的表現の分布とその解釈に関わる文法
が異なる。そして、これらの談話タイプの違
いには、言語表現の「公的性の度合い」、つ
まり、話し手が他者を意識する度合いが重要
な役割を果たす。 
 (3) 時制やアスペクトの解釈に関しても、
公的自己・私的自己の違いが関与するととも
に、当該談話において、状況内の「ウチの視
点」をとるか、状況外の「ソトの視点」をと
るかの違いが重要であり、日英語の文法はこ
の違いに対応して解釈できる柔軟なシステ
ムを備えていなければならない。 
 (4) 従来、談話の影響を受けて語用論的に
容認されると言われてきた諸構文（受動構文
や二重目的語構文など）について、生成統語
論および形態統語論の観点から見直しを行
うと、談話の影響を受けているのは主に意味
役割の読み換え部分であり、その部分を除け
ば、項構造に関する基本的文法は談話の影響
を受けないと考えられる。 
 (5) 英語が公的自己中心ということは、英
語では公的自己による聞き手への伝達が重
視されるということであり、それに対し、日
本語が私的自己中心ということは、他者への
伝達よりは、私的自己の意識の表現のほうに
重きが置かれるということである。この言語
的性格の違いが日英語における談話と文法
の関係にもかかわる。したがって、日英語で
は、談話のタイプが変わることで影響を受け
る文法の部分は異なることになる。私的自己
中心の日本語では、逆に公的自己が関わる談
話でより有標的な言語形式の使用が加わり、
一方、公的自己中心の英語では、私的自己が
  
関わる談話で有標的な省略現象や言語形式
の有標的な解釈が生じる。 
 (6) 談話のタイプと文法の相関関係に重き
を置いた日英語対照研究はこれまでにほと
んどなく、その意味で文法と言語使用の関係
に新たな見方を提示することができた。特に、
「日本語は私的自己中心、英語は公的自己中
心」という考え方は、日英語の言語文化論に
まで発展し、日本語が英語に比べ自己志向性
の強い言語であることを示すとともに、日本
語から見た日本人は、個としての自己意識が
強く、そのためにかえって対人関係に敏感に
なるという逆説的二面性があることを明ら
かにした。 
 (7) 研究成果の一部を比較的入手しやすい
本の形（『日本語から見た日本人─主体性の
言語学─』2010 年、『「内」と「外」の言語
学』2009 年）で出版できたこと、ならびに、
英文の研究書（ Distinctions in English 
Grammar, 2010 年、Thematic Structure: A 
Theory of Argument Linking and 
Comparative Syntax, 2007 年）の出版によ
り研究成果の一部を海外に向けて発信でき
たことも、有意義であった。 
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